
告 示

�愛媛県告示第４４６号
地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１５８条第１項の規定

により、地域総合整備資金の貸付けに係る定期の償還金の徴収事務

並びに定期の償還金以外の償還金及び遅延利息の収納事務を平成２９

年３月９日一般財団法人地域総合整備財団に委託した。

平成２９年４月１８日

愛媛県知事 中 村 時 広
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�愛媛県告示第４４７号
平成２９年３月１４日に農地中間管理機構公益財団法人えひめ農林漁

業振興機構から認可申請のあった農用地利用配分計画を、農地中間

管理事業の推進に関する法律（平成２５年法律第１０１号）第１８条第１

項の規定に基づき認可した。

平成２９年４月１８日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 農用地利用配分計画の概要

賃借権の設定等を受ける者 賃借権の設定等を受ける土地

氏名又は名称 住 所 所在及び地番 面積（�）

農事組合法人
八反地営農組合

愛媛県松山市八反地
甲２２８番地１

松山市八反地甲１４０１
番地１ほか４筆 ３，５５２

２ 認可年月日

平成２９年４月１０日
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�愛媛県告示第４４８号
愛媛県漁業調整規則（昭和４３年愛媛県規則第２２号）第８条第２項

（同規則第２１条第３項において準用する場合を含む。）の規定に基

づき、瀬戸内海を操業区域とする小型機船底びき網漁業の許可又は

起業の認可を申請すべき期間を次のように定める。

平成２９年４月１８日

愛媛県知事 中 村 時 広

許可又は起業の認可を申請すべき期間

平成２９年４月１８日から５月１日まで

�愛媛県告示第４４９号
測量法（昭和２４年法律第１８８号）第３９条において準用する同法第

１４条第２項の規定に基づき、国土交通省四国地方整備局松山河川国

道事務所長から次のとおり公共測量が終了した旨の通知があった。

平成２９年４月１８日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 作業種類 公共測量（数値地形図データ修正 地図情報レベ

ル２５００、写真地図画像作成 地図情報レベル２５００）

２ 作業期間 平成２８年９月２４日から

平成２９年３月２４日まで

３ 作業地域 重信川流域
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�愛媛県告示第４５０号
測量法（昭和２４年法律第１８８号）第３９条において準用する同法第

１４条第２項の規定に基づき、新居浜市長から次のとおり公共測量が

終了した旨の通知があった。

平成２９年４月１８日

愛媛県知事 中 村 時 広

１ 作業種類 公共測量（３級基準点）

２ 作業期間 平成２９年３月１日から

３１日まで

３ 作業地域 新居浜市萩生
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�愛媛県告示第４５１号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第３０条第２項の規定により、

新居浜市旦之上土地改良区の定款の変更を認可した。

平成２９年４月１８日

愛媛県東予地方局長 � 塚 真 志
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�愛媛県告示第４５２号
新居浜市洪水土地改良区から認可申請のあった土地改良事業（維

持管理）の計画の変更は、適当と認められるので、土地改良法（昭

和２４年法律第１９５号）第４８条第９項において準用する同法第８条第

６項の規定により、次のとおり関係書類を縦覧に供する。

平成２９年４月１８日

愛媛県東予地方局長 � 塚 真 志

発 行 愛 媛 県
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１ 縦覧に供すべき書類の名称

� 新居浜市洪水土地改良区土地改良事業（維持管理）変更計画

書の写し

� 新居浜市洪水土地改良区定款の写し

２ 縦覧期間

平成２９年４月１９日から５月１９日まで

３ 縦覧場所

新居浜市役所本庁
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�愛媛県告示第４５４号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第５７条の２第３項の規定に

より、八幡浜市土地改良区の布喜川調整池（管理事務所、電気施設、

通信施設、その他の附帯施設を含む。以下「調整池」という。）の

管理規程の変更を認可したので、同条第４項の規定に基づき、当該

管理規程の概要を次のとおり公告する。

平成２９年４月１８日

愛媛県南予地方局長 佐 伯 登志男

１ 貯水、放水又は取水に関する事項

� 貯水に関する事項

ア 調整池の満水位は標高９５．０メートル、低水位は標高８６．３メ

ートルとする。

イ かんがい用水のための利用は、標高９５．０メートルから標高

８６．３メートルまでの容量のうち、１５０，０００立方メートルを利

用して行うものとする。

� 放水に関する事項

ア 調整池に貯留された水は、次の各号の一に該当する場合に

限り放流（取水のための放流を除く。）するものとする。

� 水位が満水位をこえるとき。

� 堤体及びゲート等の点検整備を行う必要があるとき。

� その他特にやむを得ない理由により必要があるとき。

イ 管理者は、調整池から放流することによって下流の水位に

著しい変動を生ずると認めるときは、八幡浜市、八幡浜警察

署及び愛媛県に通知するとともに、一般に周知させるため必

要な措置をとらなければならない。

� 取水に関する事項

ア 毎年１月１日から１２月３１日までをかんがい期間とする。

イ かんがい用水及び水道用水のための調整池からの最大取水

量及び伊方調整池への最大注水量は、１月１日から３月３１日

までにあっては毎秒１．７０４立方メートル、４月１日から６月

３０日までにあっては毎秒２．４５１立方メートル、７月１日から

９月３０日までにあっては毎秒２．８８７立方メートル、１０月１日

から１２月３１日までにあっては毎秒１．５２３立方メートルとする。

２ その他管理規程に記載されている事項

� 調整池の操作、点検及び整備に関する事項

ア 管理者は、堤体、ゲート、ゲートを操作するために必要な

機械及び器具、警報、通信連絡及び観測のために必要な設備、

管理のために必要な船舶及び車輌並びにこれらの操作のため

に必要な資材を常に良好な状態に保つための点検及び整備を

行い、特にゲート及び予備電源設備については適時試運転を

行わなければならない。

イ 取水管ゲートは、次の各号の一に該当する場合に限り、こ

れを操作するものとする。

� かんがい用水及び水道用水を取水する必要があるとき。

� 取水管ゲートの点検整備を行うとき。

� その他やむを得ない理由により、必要があると認められ

たとき。

ウ 放流管ゲートは、常に閉塞しておくものとし、次の各号の

一に該当する場合には、これを操作するものとする。

� 流田川及びビャクビ川の自流分を放流するため必要があ

るとき。

� 堤体等を点検し又は補修するため、貯水位を低下させる

必要があるとき。

� 放流管ゲートの点検整備を行うとき。

� その他やむを得ない理由により、貯水位を低下させる必

要があるとき。

� 緊急事態における措置に関する事項

ア 管理者は、次の各号の一に該当する場合においては、洪水

警戒体制をとらなければならない。

� 松山地方気象台から八幡浜地方を対象として暴風雨、大

雨警報が発せられたとき。

� その他洪水が予想されるとき。

�愛媛県告示第４５３号
建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２９条第１項第４号の規定に基づき、次のとおり建設業者の許可を取り消した。

平成２９年４月１８日

愛媛県知事 中 村 時 広

許 可 番 号 許 可
年月日 商 号 又 は 名 称 代表者氏名 主たる営業所の所在地 取 消

年月日
取 り 消 し た
建 設 業 の 種 類

取消しの原因
となった事実

（般－２４）第８２４１号 平成２４年
５月２６日 亀井鐵鋼� 亀井 文雄 松山市竹原３－２０－１４ 平成２９年

３月７日
とび・土工工事業
鋼構造物工事業 建設業の廃止

（般－２８）第４２０号 平成２８年
１１月３０日 �松本組 松本 東 松山市道後樋又４－２６ 平成２９年

３月９日 建築工事業 建設業の廃止

（般－２４）第９４２４号 平成２４年
４月１１日 中屋建設 中屋 行則 松山市下伊台町乙５２－６ 平成２９年

３月１０日 大工工事業 建設業の廃止
（一部）

（般・特－２５）第１３６２４号 平成２５年
９月３０日 �ケイ・アール総合企画 田中 典 松山市八反地甲１６８２ 平成２９年

３月１７日 造園工事業 建設業の廃止
（一部）

（般－２４）第１６１０６号 平成２４年
５月１６日 セイワコンサルタント� 阿部 哲一 松山市朝生田町５－５－

１５
平成２９年
３月３０日

建築工事業、大工工事業
左官工事業、造園工事業

建設業の廃止
（一部）

愛 媛 県 報平成２９年４月１８日 第２８６６号

２８９



イ 管理者は、洪水警戒体制をとったときは、職員を呼集して

それぞれ担当部署に配置し、次の各号に掲げる措置をとらな

ければならない。

� 関係の気象台、八幡浜市、その他の関係機関との連絡並

びに気象、水象に関する観測及び情報の収集を密接に行う

こと。

� 最大流入量、洪水総量、洪水継続時間及び流入量の時期

的変化を予測すること。

� ゲート並びにゲートの操作に必要な機械及び器具の点検、

整備、予備電源設備の試運転その他調整池の操作に関し必

要な措置をとること。

ウ 管理者は、気象庁により、愛媛県八幡浜市において震度階

級４以上の地震が発表されたときは、直ちに堤体等の異状の

有無を点検し、異状を認めたときは速やかに必要な措置を取

らなければならない。

エ 管理者は、かんがい期間において異常渇水等によって必要

な水量を取水することが困難な場合には、理事長に報告し、

その指示を受けて適切な措置を取らなければならない。

� その他施設の管理に関し必要な事項

ア 管理者は、気象及び水象について、次に掲げる事項を定期

的に観測しなければならない。

� 気象関係

天気、気温、降雨量

� 水象関係

水位、流入量、放流量、取水量、注水量

イ 管理者は、調整池管理日誌を備え、次の各号に掲げる事項

について記録しなければならない。

� 気象、水象、滞砂状況及び堤体の調査又は観測の結果

� 調整池の状況及び点検整備に関する事項

� 緊急時における措置に関する事項

� ゲートの操作を行ったときは、操作の理由、操作の時刻、

開度及び取水量又は放流量

� その他調整池の管理に関する事項
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�愛媛県告示第４５５号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第５７条の２第３項の規定に

より、保内町土地改良区の布喜川調整池（管理事務所、電気施設、

通信施設、その他の附帯施設を含む。以下「調整池」という。）の

管理規程の変更を認可したので、同条第４項の規定に基づき、当該

管理規程の概要を次のとおり公告する。

平成２９年４月１８日

愛媛県南予地方局長 佐 伯 登志男

１ 貯水、放水又は取水に関する事項

� 貯水に関する事項

ア 調整池の満水位は標高９５．０メートル、低水位は標高８６．３メ

ートルとする。

イ かんがい用水のための利用は、標高９５．０メートルから標高

８６．３メートルまでの容量のうち、１５０，０００立方メートルを利

用して行うものとする。

� 放水に関する事項

ア 調整池に貯留された水は、次の各号の一に該当する場合に

限り放流（取水のための放流を除く。）するものとする。

� 水位が満水位をこえるとき。

� 堤体及びゲート等の点検整備を行う必要があるとき。

� その他特にやむを得ない理由により必要があるとき。

イ 管理者は、調整池から放流することによって下流の水位に

著しい変動を生ずると認めるときは、八幡浜市、八幡浜警察

署及び愛媛県に通知するとともに、一般に周知させるため必

要な措置をとらなければならない。

� 取水に関する事項

ア 毎年１月１日から１２月３１日までをかんがい期間とする。

イ かんがい用水及び水道用水のための調整池からの最大取水

量及び伊方調整池への最大注水量は、１月１日から３月３１日

までにあっては毎秒１．７０４立方メートル、４月１日から６月

３０日までにあっては毎秒２．４５１立方メートル、７月１日から

９月３０日までにあっては毎秒２．８８７立方メートル、１０月１日

から１２月３１日までにあっては毎秒１．５２３立方メートルとする。

２ その他管理規程に記載されている事項

� 調整池の操作、点検及び整備に関する事項

ア 管理者は、堤体、ゲート、ゲートを操作するために必要な

機械及び器具、警報、通信連絡及び観測のために必要な設備、

管理のために必要な船舶及び車輌並びにこれらの操作のため

に必要な資材を常に良好な状態に保つための点検及び整備を

行い、特にゲート及び予備電源設備については適時試運転を

行わなければならない。

イ 取水管ゲートは、次の各号の一に該当する場合に限り、こ

れを操作するものとする。

� かんがい用水及び水道用水を取水する必要があるとき。

� 取水管ゲートの点検整備を行うとき。

� その他やむを得ない理由により、必要があると認められ

たとき。

ウ 放流管ゲートは、常に閉塞しておくものとし、次の各号の

一に該当する場合には、これを操作するものとする。

� 流田川及びビャクビ川の自流分を放流するため必要があ

るとき。

� 堤体等を点検し又は補修するため、貯水位を低下させる

必要があるとき。

� 放流管ゲートの点検整備を行うとき。

� その他やむを得ない理由により、貯水位を低下させる必

要があるとき。

� 緊急事態における措置に関する事項

ア 管理者は、次の各号の一に該当する場合においては、洪水

警戒体制をとらなければならない。

� 松山地方気象台から八幡浜地方を対象として暴風雨、大

雨警報が発せられたとき。

� その他洪水が予想されるとき。

イ 管理者は、洪水警戒体制をとったときは、職員を呼集して

それぞれ担当部署に配置し、次の各号に掲げる措置をとらな

ければならない。

� 関係の気象台、八幡浜市、その他の関係機関との連絡並

びに気象、水象に関する観測及び情報の収集を密接に行う

こと。

� 最大流入量、洪水総量、洪水継続時間及び流入量の時期

的変化を予測すること。

� ゲート並びにゲートの操作に必要な機械及び器具の点検、

整備、予備電源設備の試運転その他調整池の操作に関し必

愛 媛 県 報平成２９年４月１８日 第２８６６号

２９０



要な措置をとること。

ウ 管理者は、気象庁により、愛媛県八幡浜市において震度階

級４以上の地震が発表されたときは、直ちに堤体等の異状の

有無を点検し、異状を認めたときは速やかに必要な措置を取

らなければならない。

エ 管理者は、かんがい期間において異常渇水等によって必要

な水量を取水することが困難な場合には、理事長に報告し、

その指示を受けて適切な措置を取らなければならない。

� その他施設の管理に関し必要な事項

ア 管理者は、気象及び水象について、次に掲げる事項を定期

的に観測しなければならない。

� 気象関係

天気、気温、降雨量

� 水象関係

水位、流入量、放流量、取水量、注水量

イ 管理者は、調整池管理日誌を備え、次の各号に掲げる事項

について記録しなければならない。

� 気象、水象、滞砂状況及び堤体の調査又は観測の結果

� 調整池の状況及び点検整備に関する事項

� 緊急時における措置に関する事項

� ゲートの操作を行ったときは、操作の理由、操作の時刻、

開度及び取水量又は放流量

� その他調整池の管理に関する事項
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�愛媛県告示第４５６号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第５７条の２第３項の規定に

より、伊方町土地改良区の布喜川調整池（管理事務所、電気施設、

通信施設、その他の附帯施設を含む。以下「調整池」という。）の

管理規程の変更を認可したので、同条第４項の規定に基づき、当該

管理規程の概要を次のとおり公告する。

平成２９年４月１８日

愛媛県南予地方局長 佐 伯 登志男

１ 貯水、放水又は取水に関する事項

� 貯水に関する事項

ア 調整池の満水位は標高９５．０メートル、低水位は標高８６．３メ

ートルとする。

イ かんがい用水のための利用は、標高９５．０メートルから標高

８６．３メートルまでの容量のうち、１５０，０００立方メートルを利

用して行うものとする。

� 放水に関する事項

ア 調整池に貯留された水は、次の各号の一に該当する場合に

限り放流（取水のための放流を除く。）するものとする。

� 水位が満水位をこえるとき。

� 堤体及びゲート等の点検整備を行う必要があるとき。

� その他特にやむを得ない理由により必要があるとき。

イ 管理者は、調整池から放流することによって下流の水位に

著しい変動を生ずると認めるときは、八幡浜市、八幡浜警察

署及び愛媛県に通知するとともに、一般に周知させるため必

要な措置をとらなければならない。

� 取水に関する事項

ア 毎年１月１日から１２月３１日までをかんがい期間とする。

イ かんがい用水及び水道用水のための調整池からの最大取水

量及び伊方調整池への最大注水量は、１月１日から３月３１日

までにあっては毎秒１．７０４立方メートル、４月１日から６月

３０日までにあっては毎秒２．４５１立方メートル、７月１日から

９月３０日までにあっては毎秒２．８８７立方メートル、１０月１日

から１２月３１日までにあっては毎秒１．５２３立方メートルとする。

２ その他管理規程に記載されている事項

� 調整池の操作、点検及び整備に関する事項

ア 管理者は、堤体、ゲート、ゲートを操作するために必要な

機械及び器具、警報、通信連絡及び観測のために必要な設備、

管理のために必要な船舶及び車輌並びにこれらの操作のため

に必要な資材を常に良好な状態に保つための点検及び整備を

行い、特にゲート及び予備電源設備については適時試運転を

行わなければならない。

イ 取水管ゲートは、次の各号の一に該当する場合に限り、こ

れを操作するものとする。

� かんがい用水及び水道用水を取水する必要があるとき。

� 取水管ゲートの点検整備を行うとき。

� その他やむを得ない理由により、必要があると認められ

たとき。

ウ 放流管ゲートは、常に閉塞しておくものとし、次の各号の

一に該当する場合には、これを操作するものとする。

� 流田川及びビャクビ川の自流分を放流するため必要があ

るとき。

� 堤体等を点検し又は補修するため、貯水位を低下させる

必要があるとき。

� 放流管ゲートの点検整備を行うとき。

� その他やむを得ない理由により、貯水位を低下させる必

要があるとき。

� 緊急事態における措置に関する事項

ア 管理者は、次の各号の一に該当する場合においては、洪水

警戒体制をとらなければならない。

� 松山地方気象台から八幡浜地方を対象として暴風雨、大

雨警報が発せられたとき。

� その他洪水が予想されるとき。

イ 管理者は、洪水警戒体制をとったときは、職員を呼集して

それぞれ担当部署に配置し、次の各号に掲げる措置をとらな

ければならない。

� 関係の気象台、八幡浜市、その他の関係機関との連絡並

びに気象、水象に関する観測及び情報の収集を密接に行う

こと。

� 最大流入量、洪水総量、洪水継続時間及び流入量の時期

的変化を予測すること。

� ゲート並びにゲートの操作に必要な機械及び器具の点検、

整備、予備電源設備の試運転その他調整池の操作に関し必

要な措置をとること。

ウ 管理者は、気象庁により、愛媛県八幡浜市において震度階

級４以上の地震が発表されたときは、直ちに堤体等の異状の

有無を点検し、異状を認めたときは速やかに必要な措置を取

らなければならない。

エ 管理者は、かんがい期間において異常渇水等によって必要

な水量を取水することが困難な場合には、理事長に報告し、

その指示を受けて適切な措置を取らなければならない。

� その他施設の管理に関し必要な事項

ア 管理者は、気象及び水象について、次に掲げる事項を定期
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的に観測しなければならない。

� 気象関係

天気、気温、降雨量

� 水象関係

水位、流入量、放流量、取水量、注水量

イ 管理者は、調整池管理日誌を備え、次の各号に掲げる事項

について記録しなければならない。

� 気象、水象、滞砂状況及び堤体の調査又は観測の結果

� 調整池の状況及び点検整備に関する事項

� 緊急時における措置に関する事項

� ゲートの操作を行ったときは、操作の理由、操作の時刻、

開度及び取水量又は放流量

� その他調整池の管理に関する事項
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�愛媛県告示第４５７号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第５７条の２第３項の規定に

より、伊方町土地改良区の伊方調整池（管理事務所、電気施設、通

信施設、その他の附帯施設を含む。以下「調整池」という。）の管

理規程の変更を認可したので、同条第４項の規定に基づき、当該管

理規程の概要を次のとおり公告する。

平成２９年４月１８日

愛媛県南予地方局長 佐 伯 登志男

１ 貯水、放水又は取水に関する事項

� 貯水に関する事項

ア 調整池の満水位は標高４４．０メートル、低水位は標高３４．０メ

ートルとする。

イ かんがい用水のための利用は、標高４４．０メートルから標高

３４．０メートルまでの容量のうち、８９，０００立方メートルを利用

して行うものとする。

� 放水に関する事項

ア 調整池に貯留された水は、次の各号の一に該当する場合に

限り放流（取水のための放流を除く。）するものとする。

� 水位が満水位をこえるとき。

� 堤体及びゲート等の点検整備を行う必要があるとき。

� その他特にやむを得ない理由により必要があるとき。

イ 管理者は、調整池から放流することによって下流の水位に

著しい変動を生ずると認めるときは、伊方町、八幡浜警察署

及び愛媛県に通知するとともに、一般に周知させるため必要

な措置をとらなければならない。

� 取水に関する事項

ア 毎年１月１日から１２月３１日までをかんがい期間とする。

イ かんがい用水及び水道用水のための調整池からの最大取水

量は、１月１日から３月３１日までにあっては毎秒０．８３２立方

メートル、４月１日から６月３０日までにあっては毎秒０．８３立

方メートル、７月１日から９月３０日までにあっては毎秒０．８３

２立方メートル、１０月１日から１２月３１日までにあっては毎秒

０．８３１立方メートルとする。

２ その他管理規程に記載されている事項

� 調整池の操作、点検及び整備に関する事項

ア 管理者は、堤体、ゲート、ゲートを操作するために必要な

機械及び器具、警報、通信連絡及び観測のために必要な設備、

管理のために必要な船舶及び車輌並びにこれらの操作のため

に必要な資材を常に良好な状態に保つための点検及び整備を

行い、特にゲート及び予備電源設備については適時試運転を

行わなければならない。

イ 取水管ゲートは、次の各号の一に該当する場合に限り、こ

れを操作するものとする。

� かんがい用水及び水道用水を取水する必要があるとき。

� 取水管ゲートの点検整備を行うとき。

� その他やむを得ない理由により、必要があると認められ

たとき。

ウ 放流管ゲートは、常に閉塞しておくものとし、次の各号の

一に該当する場合には、これを操作するものとする。

� 伊方新川の自流分を放流するため必要があるとき。

� 堤体等を点検し又は補修するため、貯水位を低下させる

必要があるとき。

� 放流管ゲートの点検整備を行うとき。

� その他やむを得ない理由により、貯水位を低下させる必

要があるとき。

� 緊急事態における措置に関する事項

ア 管理者は、次の各号の一に該当する場合においては、洪水

警戒体制をとらなければならない。

� 松山地方気象台から伊方地方を対象として暴風雨、大雨

警報が発せられたとき。

� その他洪水が予想されるとき。

イ 管理者は、洪水警戒体制をとったときは、職員を呼集して

それぞれ担当部署に配置し、次の各号に掲げる措置をとらな

ければならない。

� 関係の気象台、伊方町、その他の関係機関との連絡並び

に気象、水象に関する観測及び情報の収集を密接に行うこ

と。

� 最大流入量、洪水総量、洪水継続時間及び流入量の時期

的変化を予測すること。

� ゲート並びにゲートの操作に必要な機械及び器具の点検、

整備、予備電源設備の試運転その他調整池の操作に関し必

要な措置をとること。

ウ 管理者は、気象庁により、愛媛県西宇和郡伊方町において

震度階級４以上の地震が発表されたときは、直ちに堤体等の

異状の有無を点検し、異状を認めたときは速やかに必要な措

置を取らなければならない。

エ 管理者は、かんがい期間において異常渇水等によって必要

な水量を取水することが困難な場合には、理事長に報告し、

その指示を受けて適切な措置を取らなければならない。

� その他施設の管理に関し必要な事項

ア 管理者は、気象及び水象について、次に掲げる事項を定期

的に観測しなければならない。

� 気象関係

天気、気温、降雨量

� 水象関係

水位、流入量、放流量、取水量、注水量

イ 管理者は、調整池管理日誌を備え、次の各号に掲げる事項

について記録しなければならない。

� 気象、水象、滞砂状況及び堤体の調査又は観測の結果

� 調整池の状況及び点検整備に関する事項

� 緊急時における措置に関する事項

� ゲートの操作を行ったときは、操作の理由、操作の時刻、
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開度及び取水量又は放流量

� その他調整池の管理に関する事項
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�愛媛県告示第４５８号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第５７条の２第３項の規定に

より、瀬戸町土地改良区の布喜川調整池（管理事務所、電気施設、

通信施設、その他の附帯施設を含む。以下「調整池」という。）の

管理規程の変更を認可したので、同条第４項の規定に基づき、当該

管理規程の概要を次のとおり公告する。

平成２９年４月１８日

愛媛県南予地方局長 佐 伯 登志男

１ 貯水、放水又は取水に関する事項

� 貯水に関する事項

ア 調整池の満水位は標高９５．０メートル、低水位は標高８６．３メ

ートルとする。

イ かんがい用水のための利用は、標高９５．０メートルから標高

８６．３メートルまでの容量のうち、１５０，０００立方メートルを利

用して行うものとする。

� 放水に関する事項

ア 調整池に貯留された水は、次の各号の一に該当する場合に

限り放流（取水のための放流を除く。）するものとする。

� 水位が満水位をこえるとき。

� 堤体及びゲート等の点検整備を行う必要があるとき。

� その他特にやむを得ない理由により必要があるとき。

イ 管理者は、調整池から放流することによって下流の水位に

著しい変動を生ずると認めるときは、八幡浜市、八幡浜警察

署及び愛媛県に通知するとともに、一般に周知させるため必

要な措置をとらなければならない。

� 取水に関する事項

ア 毎年１月１日から１２月３１日までをかんがい期間とする。

イ かんがい用水及び水道用水のための調整池からの最大取水

量及び伊方調整池への最大注水量は、１月１日から３月３１日

までにあっては毎秒１．７０４立方メートル、４月１日から６月

３０日までにあっては毎秒２．４５１立方メートル、７月１日から

９月３０日までにあっては毎秒２．８８７立方メートル、１０月１日

から１２月３１日までにあっては毎秒１．５２３立方メートルとする。

２ その他管理規程に記載されている事項

� 調整池の操作、点検及び整備に関する事項

ア 管理者は、堤体、ゲート、ゲートを操作するために必要な

機械及び器具、警報、通信連絡及び観測のために必要な設備、

管理のために必要な船舶及び車輌並びにこれらの操作のため

に必要な資材を常に良好な状態に保つための点検及び整備を

行い、特にゲート及び予備電源設備については適時試運転を

行わなければならない。

イ 取水管ゲートは、次の各号の一に該当する場合に限り、こ

れを操作するものとする。

� かんがい用水及び水道用水を取水する必要があるとき。

� 取水管ゲートの点検整備を行うとき。

� その他やむを得ない理由により、必要があると認められ

たとき。

ウ 放流管ゲートは、常に閉塞しておくものとし、次の各号の

一に該当する場合には、これを操作するものとする。

� 流田川及びビャクビ川の自流分を放流するため必要があ

るとき。

� 堤体等を点検し又は補修するため、貯水位を低下させる

必要があるとき。

� 放流管ゲートの点検整備を行うとき。

� その他やむを得ない理由により、貯水位を低下させる必

要があるとき。

� 緊急事態における措置に関する事項

ア 管理者は、次の各号の一に該当する場合においては、洪水

警戒体制をとらなければならない。

� 松山地方気象台から八幡浜地方を対象として暴風雨、大

雨警報が発せられたとき。

� その他洪水が予想されるとき。

イ 管理者は、洪水警戒体制をとったときは、職員を呼集して

それぞれ担当部署に配置し、次の各号に掲げる措置をとらな

ければならない。

� 関係の気象台、八幡浜市、その他の関係機関との連絡並

びに気象、水象に関する観測及び情報の収集を密接に行う

こと。

� 最大流入量、洪水総量、洪水継続時間及び流入量の時期

的変化を予測すること。

� ゲート並びにゲートの操作に必要な機械及び器具の点検、

整備、予備電源設備の試運転その他調整池の操作に関し必

要な措置をとること。

ウ 管理者は、気象庁により、愛媛県八幡浜市において震度階

級４以上の地震が発表されたときは、直ちに堤体等の異状の

有無を点検し、異状を認めたときは速やかに必要な措置を取

らなければならない。

エ 管理者は、かんがい期間において異常渇水等によって必要

な水量を取水することが困難な場合には、理事長に報告し、

その指示を受けて適切な措置を取らなければならない。

� その他施設の管理に関し必要な事項

ア 管理者は、気象及び水象について、次に掲げる事項を定期

的に観測しなければならない。

� 気象関係

天気、気温、降雨量

� 水象関係

水位、流入量、放流量、取水量、注水量

イ 管理者は、調整池管理日誌を備え、次の各号に掲げる事項

について記録しなければならない。

� 気象、水象、滞砂状況及び堤体の調査又は観測の結果

� 調整池の状況及び点検整備に関する事項

� 緊急時における措置に関する事項

� ゲートの操作を行ったときは、操作の理由、操作の時刻、

開度及び取水量又は放流量

� その他調整池の管理に関する事項
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�愛媛県告示第４５９号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第５７条の２第３項の規定に

より、瀬戸町土地改良区の伊方調整池（管理事務所、電気施設、通

信施設、その他の附帯施設を含む。以下「調整池」という。）の管

理規程の変更を認可したので、同条第４項の規定に基づき、当該管

理規程の概要を次のとおり公告する。

平成２９年４月１８日
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愛媛県南予地方局長 佐 伯 登志男

１ 貯水、放水又は取水に関する事項

� 貯水に関する事項

ア 調整池の満水位は標高４４．０メートル、低水位は標高３４．０メ

ートルとする。

イ かんがい用水のための利用は、標高４４．０メートルから標高

３４．０メートルまでの容量のうち、８９，０００立方メートルを利用

して行うものとする。

� 放水に関する事項

ア 調整池に貯留された水は、次の各号の一に該当する場合に

限り放流（取水のための放流を除く。）するものとする。

� 水位が満水位をこえるとき。

� 堤体及びゲート等の点検整備を行う必要があるとき。

� その他特にやむを得ない理由により必要があるとき。

イ 管理者は、調整池から放流することによって下流の水位に

著しい変動を生ずると認めるときは、伊方町、八幡浜警察署

及び愛媛県に通知するとともに、一般に周知させるため必要

な措置をとらなければならない。

� 取水に関する事項

ア 毎年１月１日から１２月３１日までをかんがい期間とする。

イ かんがい用水及び水道用水のための調整池からの最大取水

量は、１月１日から３月３１日までにあっては毎秒０．８３２立方

メートル、４月１日から６月３０日までにあっては毎秒０．８３立

方メートル、７月１日から９月３０日までにあっては毎秒０．８３

２立方メートル、１０月１日から１２月３１日までにあっては毎秒

０．８３１立方メートルとする。

２ その他管理規程に記載されている事項

� 調整池の操作、点検及び整備に関する事項

ア 管理者は、堤体、ゲート、ゲートを操作するために必要な

機械及び器具、警報、通信連絡及び観測のために必要な設備、

管理のために必要な船舶及び車輌並びにこれらの操作のため

に必要な資材を常に良好な状態に保つための点検及び整備を

行い、特にゲート及び予備電源設備については適時試運転を

行わなければならない。

イ 取水管ゲートは、次の各号の一に該当する場合に限り、こ

れを操作するものとする。

� かんがい用水及び水道用水を取水する必要があるとき。

� 取水管ゲートの点検整備を行うとき。

� その他やむを得ない理由により、必要があると認められ

たとき。

ウ 放流管ゲートは、常に閉塞しておくものとし、次の各号の

一に該当する場合には、これを操作するものとする。

� 伊方新川の自流分を放流するため必要があるとき。

� 堤体等を点検し又は補修するため、貯水位を低下させる

必要があるとき。

� 放流管ゲートの点検整備を行うとき。

� その他やむを得ない理由により、貯水位を低下させる必

要があるとき。

� 緊急事態における措置に関する事項

ア 管理者は、次の各号の一に該当する場合においては、洪水

警戒体制をとらなければならない。

� 松山地方気象台から伊方地方を対象として暴風雨、大雨

警報が発せられたとき。

� その他洪水が予想されるとき。

イ 管理者は、洪水警戒体制をとったときは、職員を呼集して

それぞれ担当部署に配置し、次の各号に掲げる措置をとらな

ければならない。

� 関係の気象台、伊方町、その他の関係機関との連絡並び

に気象、水象に関する観測及び情報の収集を密接に行うこ

と。

� 最大流入量、洪水総量、洪水継続時間及び流入量の時期

的変化を予測すること。

� ゲート並びにゲートの操作に必要な機械及び器具の点検、

整備、予備電源設備の試運転その他調整池の操作に関し必

要な措置をとること。

ウ 管理者は、気象庁により、愛媛県西宇和郡伊方町において

震度階級４以上の地震が発表されたときは、直ちに堤体等の

異状の有無を点検し、異状を認めたときは速やかに必要な措

置を取らなければならない。

エ 管理者は、かんがい期間において異常渇水等によって必要

な水量を取水することが困難な場合には、理事長に報告し、

その指示を受けて適切な措置を取らなければならない。

� その他施設の管理に関し必要な事項

ア 管理者は、気象及び水象について、次に掲げる事項を定期

的に観測しなければならない。

� 気象関係

天気、気温、降雨量

� 水象関係

水位、流入量、放流量、取水量、注水量

イ 管理者は、調整池管理日誌を備え、次の各号に掲げる事項

について記録しなければならない。

� 気象、水象、滞砂状況及び堤体の調査又は観測の結果

� 調整池の状況及び点検整備に関する事項

� 緊急時における措置に関する事項

� ゲートの操作を行ったときは、操作の理由、操作の時刻、

開度及び取水量又は放流量

� その他調整池の管理に関する事項

�������
�愛媛県告示第４６０号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第５７条の２第３項の規定に

より、三崎町土地改良区の布喜川調整池（管理事務所、電気施設、

通信施設、その他の附帯施設を含む。以下「調整池」という。）の

管理規程の変更を認可したので、同条第４項の規定に基づき、当該

管理規程の概要を次のとおり公告する。

平成２９年４月１８日

愛媛県南予地方局長 佐 伯 登志男

１ 貯水、放水又は取水に関する事項

� 貯水に関する事項

ア 調整池の満水位は標高９５．０メートル、低水位は標高８６．３メ

ートルとする。

イ かんがい用水のための利用は、標高９５．０メートルから標高

８６．３メートルまでの容量のうち、１５０，０００立方メートルを利

用して行うものとする。

� 放水に関する事項

ア 調整池に貯留された水は、次の各号の一に該当する場合に

限り放流（取水のための放流を除く。）するものとする。
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� 水位が満水位をこえるとき。

� 堤体及びゲート等の点検整備を行う必要があるとき。

� その他特にやむを得ない理由により必要があるとき。

イ 管理者は、調整池から放流することによって下流の水位に

著しい変動を生ずると認めるときは、八幡浜市、八幡浜警察

署及び愛媛県に通知するとともに、一般に周知させるため必

要な措置をとらなければならない。

� 取水に関する事項

ア 毎年１月１日から１２月３１日までをかんがい期間とする。

イ かんがい用水及び水道用水のための調整池からの最大取水

量及び伊方調整池への最大注水量は、１月１日から３月３１日

までにあっては毎秒１．７０４立方メートル、４月１日から６月

３０日までにあっては毎秒２．４５１立方メートル、７月１日から

９月３０日までにあっては毎秒２．８８７立方メートル、１０月１日

から１２月３１日までにあっては毎秒１．５２３立方メートルとする。

２ その他管理規程に記載されている事項

� 調整池の操作、点検及び整備に関する事項

ア 管理者は、堤体、ゲート、ゲートを操作するために必要な

機械及び器具、警報、通信連絡及び観測のために必要な設備、

管理のために必要な船舶及び車輌並びにこれらの操作のため

に必要な資材を常に良好な状態に保つための点検及び整備を

行い、特にゲート及び予備電源設備については適時試運転を

行わなければならない。

イ 取水管ゲートは、次の各号の一に該当する場合に限り、こ

れを操作するものとする。

� かんがい用水及び水道用水を取水する必要があるとき。

� 取水管ゲートの点検整備を行うとき。

� その他やむを得ない理由により、必要があると認められ

たとき。

ウ 放流管ゲートは、常に閉塞しておくものとし、次の各号の

一に該当する場合には、これを操作するものとする。

� 流田川及びビャクビ川の自流分を放流するため必要があ

るとき。

� 堤体等を点検し又は補修するため、貯水位を低下させる

必要があるとき。

� 放流管ゲートの点検整備を行うとき。

� その他やむを得ない理由により、貯水位を低下させる必

要があるとき。

� 緊急事態における措置に関する事項

ア 管理者は、次の各号の一に該当する場合においては、洪水

警戒体制をとらなければならない。

� 松山地方気象台から八幡浜地方を対象として暴風雨、大

雨警報が発せられたとき。

� その他洪水が予想されるとき。

イ 管理者は、洪水警戒体制をとったときは、職員を呼集して

それぞれ担当部署に配置し、次の各号に掲げる措置をとらな

ければならない。

� 関係の気象台、八幡浜市、その他の関係機関との連絡並

びに気象、水象に関する観測及び情報の収集を密接に行う

こと。

� 最大流入量、洪水総量、洪水継続時間及び流入量の時期

的変化を予測すること。

� ゲート並びにゲートの操作に必要な機械及び器具の点検、

整備、予備電源設備の試運転その他調整池の操作に関し必

要な措置をとること。

ウ 管理者は、気象庁により、愛媛県八幡浜市において震度階

級４以上の地震が発表されたときは、直ちに堤体等の異状の

有無を点検し、異状を認めたときは速やかに必要な措置を取

らなければならない。

エ 管理者は、かんがい期間において異常渇水等によって必要

な水量を取水することが困難な場合には、理事長に報告し、

その指示を受けて適切な措置を取らなければならない。

� その他施設の管理に関し必要な事項

ア 管理者は、気象及び水象について、次に掲げる事項を定期

的に観測しなければならない。

� 気象関係

天気、気温、降雨量

� 水象関係

水位、流入量、放流量、取水量、注水量

イ 管理者は、調整池管理日誌を備え、次の各号に掲げる事項

について記録しなければならない。

� 気象、水象、滞砂状況及び堤体の調査又は観測の結果

� 調整池の状況及び点検整備に関する事項

� 緊急時における措置に関する事項

� ゲートの操作を行ったときは、操作の理由、操作の時刻、

開度及び取水量又は放流量

� その他調整池の管理に関する事項
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�愛媛県告示第４６１号
土地改良法（昭和２４年法律第１９５号）第５７条の２第３項の規定に

より、三崎町土地改良区の伊方調整池（管理事務所、電気施設、通

信施設、その他の附帯施設を含む。以下「調整池」という。）の管

理規程の変更を認可したので、同条第４項の規定に基づき、当該管

理規程の概要を次のとおり公告する。

平成２９年４月１８日

愛媛県南予地方局長 佐 伯 登志男

１ 貯水、放水又は取水に関する事項

� 貯水に関する事項

ア 調整池の満水位は標高４４．０メートル、低水位は標高３４．０メ

ートルとする。

イ かんがい用水のための利用は、標高４４．０メートルから標高

３４．０メートルまでの容量のうち、８９，０００立方メートルを利用

して行うものとする。

� 放水に関する事項

ア 調整池に貯留された水は、次の各号の一に該当する場合に

限り放流（取水のための放流を除く。）するものとする。

� 水位が満水位をこえるとき。

� 堤体及びゲート等の点検整備を行う必要があるとき。

� その他特にやむを得ない理由により必要があるとき。

イ 管理者は、調整池から放流することによって下流の水位に

著しい変動を生ずると認めるときは、伊方町、八幡浜警察署

及び愛媛県に通知するとともに、一般に周知させるため必要

な措置をとらなければならない。

� 取水に関する事項

ア 毎年１月１日から１２月３１日までをかんがい期間とする。

イ かんがい用水及び水道用水のための調整池からの最大取水
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量は、１月１日から３月３１日までにあっては毎秒０．８３２立方

メートル、４月１日から６月３０日までにあっては毎秒０．８３立

方メートル、７月１日から９月３０日までにあっては毎秒０．８３

２立方メートル、１０月１日から１２月３１日までにあっては毎秒

０．８３１立方メートルとする。

２ その他管理規程に記載されている事項

� 調整池の操作、点検及び整備に関する事項

ア 管理者は、堤体、ゲート、ゲートを操作するために必要な

機械及び器具、警報、通信連絡及び観測のために必要な設備、

管理のために必要な船舶及び車輌並びにこれらの操作のため

に必要な資材を常に良好な状態に保つための点検及び整備を

行い、特にゲート及び予備電源設備については適時試運転を

行わなければならない。

イ 取水管ゲートは、次の各号の一に該当する場合に限り、こ

れを操作するものとする。

� かんがい用水及び水道用水を取水する必要があるとき。

� 取水管ゲートの点検整備を行うとき。

� その他やむを得ない理由により、必要があると認められ

たとき。

ウ 放流管ゲートは、常に閉塞しておくものとし、次の各号の

一に該当する場合には、これを操作するものとする。

� 伊方新川の自流分を放流するため必要があるとき。

� 堤体等を点検し又は補修するため、貯水位を低下させる

必要があるとき。

� 放流管ゲートの点検整備を行うとき。

� その他やむを得ない理由により、貯水位を低下させる必

要があるとき。

� 緊急事態における措置に関する事項

ア 管理者は、次の各号の一に該当する場合においては、洪水

警戒体制をとらなければならない。

� 松山地方気象台から伊方地方を対象として暴風雨、大雨

警報が発せられたとき。

� その他洪水が予想されるとき。

イ 管理者は、洪水警戒体制をとったときは、職員を呼集して

それぞれ担当部署に配置し、次の各号に掲げる措置をとらな

ければならない。

� 関係の気象台、伊方町、その他の関係機関との連絡並び

に気象、水象に関する観測及び情報の収集を密接に行うこ

と。

� 最大流入量、洪水総量、洪水継続時間及び流入量の時期

的変化を予測すること。

� ゲート並びにゲートの操作に必要な機械及び器具の点検、

整備、予備電源設備の試運転その他調整池の操作に関し必

要な措置をとること。

ウ 管理者は、気象庁により、愛媛県西宇和郡伊方町において

震度階級４以上の地震が発表されたときは、直ちに堤体等の

異状の有無を点検し、異状を認めたときは速やかに必要な措

置を取らなければならない。

エ 管理者は、かんがい期間において異常渇水等によって必要

な水量を取水することが困難な場合には、理事長に報告し、

その指示を受けて適切な措置を取らなければならない。

� その他施設の管理に関し必要な事項

ア 管理者は、気象及び水象について、次に掲げる事項を定期

的に観測しなければならない。

� 気象関係

天気、気温、降雨量

� 水象関係

水位、流入量、放流量、取水量、注水量

イ 管理者は、調整池管理日誌を備え、次の各号に掲げる事項

について記録しなければならない。

� 気象、水象、滞砂状況及び堤体の調査又は観測の結果

� 調整池の状況及び点検整備に関する事項

� 緊急時における措置に関する事項

� ゲートの操作を行ったときは、操作の理由、操作の時刻、

開度及び取水量又は放流量

� その他調整池の管理に関する事項

平成２９年４月１８日 発行
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